
教育課程概要

レベル設定の概要

２年 １年６か月

A１ 初級１ 2か月・8週 160

A２ 初級２ 2か月・8週 160

B１ 初中級１ 2.5か月・10週 2.5か月・10週 200

B１ 初中級２ 2.5か月・10週 2.5か月・10週 200

期間
（月数・週数） 授業時間数

※1時間＝45分
到達目標

日常的に遭遇する場面で、相手や周りの協力があれば、自己や家
族の紹介、買い物、学習などのコミュニケーションが最低限でき
る。また自分自身の身近な情報で、短い文や簡単な表現であれば
読み書きができる。丁寧にゆっくりと話された指示や説明は理解
することができる。

日常的に遭遇する場面で、買い物や交通、施設利用、 アルバイト
などでの基本的なやり取りができる。また異文化での生活のルー
ルやマナーを知り、それを伝えたり、自分の意見を言うことがで
きる。身近な話題の短いメールや短い文章が理解でき、自分の
日々の生活についてつながりのある文が書ける。ゆっくりはっき
りと話されれば、身近な会話は理解できる。

学校、アルバイト、娯楽の場面で相手への印象を考えて話した
り、問い合わせ・質問ができる。普段の生活の中で情報を収集
し、計画や知っている情報を教え合い、その情報をもとに行動が
でき、簡単なことならハプニングに対応できる。普段出合うよう
な身近な話題で共通語でゆっくりはっきり話してもらえば、要点
を理解でき、コミュニケーションがとれる。

学校やアルバイト、生活している地域での交流がスムーズにでき
るように、ルールを聞いたり、互いに声をかけ、話すことができ
る。また病気などの自分の困っている状況を伝えることができ、
対処法などを聞くことができる。生活の中で今起こっている気に
なることやニュースなどについて自分の意見を言ったり、疑問を
持って調べたことを周りの人に説明できる。

参照枠 レベル設定

教育課程の到達目標
進学を希望する専門分野の議論も含めて、具体的な話題でも抽象的な話題でも複雑なテクストの主要な内容を理解でき
る。お互いに緊張しないで熟達した日本語話者とやり取りができるくらい流暢かつ自然である。

日本語能力の到達目標 B２

目的・経緯
コミュニケーションの基礎となる日本語および礼節・マナー、倫理観、誠実さを身につけた上で、将来国際的に活躍で
き、社会の一員として貢献できるような人材を育成し、学生が持続可能なキャリアを築く力を身につけることを目的とす
る。

対象
将来日本での就労を目指し、国際感覚とリーダーシップを持とうと努力する者、自らの得意分野を発見し、自己成長させ
るために自主的に学習しようとする者



B１ 中級１ 3か月・12週 3か月・12週 240

B２ 中級２ 3か月・12週 3か月・12週 240

B２ 中上級1 3か月・12週 3か月・12週 240

B２ 中上級２ 2か月・8週 1か月・4週 160

20か月・80週 15か月・60週

1600時間 1200時間

授業科目と内容

読むこと/聞くこと/話すこと
（やり取り）/話すこと（発
表）/書くこと

話すこと（やりとり）
書くこと

読むこと
書くこと

話すこと（やり取り）
話すこと（発表）

聞くこと/
話すこと（やり取り）

読むこと/聞くこと
話すこと（やり取り）/話すこ
と（発表）/書くこと

日常的に目にする漢字・語彙レベルからアカデミックな読解のための漢字を理解するこ
とを目指します。

場面に相応しく、丁寧さを持った自然なコミュニケーション力を身につけます。

身近な話題のノートテイキングやニュース、ドキュメンタリー、インタビューなどを聞
いて要約・理解し、そのトピックについての議論までできるような力を身につけます。

日本文化や事情を読み物を通して捉え、礼節やマナーを身につけることで、自身のキャ
リアプランニングに活かします。また、学習計画を自ら立て、実行・振り返りを行うこ
とで自律学習を促します。

身の回りの生活レベルから学術的で専門的なレベルまでバランスよく身につけます。

自分と関わりの深いものをエッセイとして書いたり、専門分野などの多様な話題につい
てのレポートを明瞭に書けるようにします。

総合日本語

作文

漢字・語彙

会話・発表

聴解

チュートリアル

自分で調べた情報について説明し、その情報に対する自分の考え
を話すことができる。また社会問題についての文や記事などをを
見て、それについて話し合うことができ、情報を検索し、グルー
プ内で話し合い、リスト等を作成することができる。またその問
題について、構成を意識し、例を挙げながら自分の意見を論理的
に述べられる。

ある情報や調査結果を見て、その内容や結果を踏まえた上で、自
分の考えをまとめて意見や改善点などを出すことができる。社会
問題について多方面での捉え方をしている意見文を読み、筆者の
主張を理解することができる。また、課題解決の文章を読み、さ
らに必要なことを調べ、話すことができる。インタビューや講義
などを聞いて内容を理解し、コメントシートに記入することがで
きる。

予期しないコミュニケーション場面でも、そこで必要とされるこ
との説明、理由付け、記述、報告、意見表明などが表現でき、理
解できる。聞き手との社会的関係に注意を払い、それにふさわし
い談話構成能力を持ち、対応できる。

自分の経験について、自分の気持ちや考えを理由と一緒に時系列
で話せ、旅行の具体的な計画を立てるためにクラスメイトと話し
合うことができる。事実に基づいて書かれた平易な説明文を読
み、その主題を理解することができる。ラジオやテレビで語られ
ていることの主要点が理解できる。習慣や制度などを比較して、
まとまりのある文を書くことができ、昔話などの話の流れを理解
し、結末を創作することができる。


